
東京力×無限大
令和4年度　地域福祉フォーラム

　大都市東京は多様で多彩な人材や社会資源が集まり、特定の社会課題を軸に地域を超えて精力的に活
動している例が多くあります。一方地域では、担い手や後継者不足が課題となっており、働き方や生き
方の多様化に伴う新たな担い手の発掘が注目されています。地域福祉活動が推進されるために、課題解
決型で活動する人々とどのように協力・連携していくことができるのか、またどのような地域づくりが
できるのでしょうか。　
　課題解決型の活動を行っている人、地域づくりを行っている人・興味がある人、地域に関わりたい人、
地域活動を学ぶ学生の皆さんなど、地域に暮らすわたしたちでこれから求められる小地域福祉活動につ
いて一緒に考えていきましょう！みなさまのご参加を、心よりお待ち申し上げております。

日　時： 年 月 日（日） 時 分～ 時 分
開催方法：オンライン（ZOOMミーティング）
　　　　　会場（飯田橋セントラルプラザ12階東社協会議室）
参加対象：地域福祉に関心のある方 
　　　　　　 （地域福祉にかかわる仕事・活動に携わっている方、学生、一般市民等どなたでも参加できます）

参加費：無料

基調講演 10時05分～10時45分

シンポジウム 10時55分～12時25分

講　師：山崎　亮さん（株式会社studio-L代表／関西学院大学 教授）

●主　催● 東京都内社会福祉協議会職員連絡会　（企画運営：地域福祉フォーラム部会）
　　　　　 社会福祉法人東京都社会福祉協議会
●問合せ● 社会福祉法人 東京都社会福祉協議会　地域福祉部　地域福祉担当
　　　　　 〒162-8953　新宿区神楽河岸1－1　〈TEL〉 03-3268-7186　　〈FAX〉 03-3268-7222
　　　　　 〈メール〉 chiiki_07@tcsw.tvac.or.jp

～この事業は、東京都共同募金会による配分金により開催します～

「地域のつながりをつくるコミュニティデザイン」

登壇者：橋本　尚洋さん（社会福祉法人練馬区社会福祉協議会）
　　　　川本　文人さん（日本電気株式会社 首都圏統括支社 エリア・ビジネス・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリエイショングループ プロフェッショナル／NECプロボノ倶楽部 代表）
ファシリテーター：山崎　亮さん（株式会社studio-L 代表／関西学院大学 教授）

「はたらきながら地域とつながるには」

“これからの地域を担うわたしたちができること”
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※会場のみ定員（30 名予定）があ
ります。原則先着順となります。
　当日の開場は 9時 30分です。

※登壇者の一部はオンラインで参加予定です。

＜講師プロフィール＞
studio-L代表。関西学院大学建築学部教授。コミュニティデザイナー。社会福祉士。地
域の課題を地域に住む人たちが解決するためのコミュニティデザインに携わる。まちづ
くりのワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、市民参加型のパークマネジメン
トなどに関するプロジェクトが多い。
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参 加 申 込 方 法 ●２月13日（月）申込締切

◯オンラインご希望の場合：2月15日（水）までにご記入いただいたメールアドレスに当日使用するURL、資料をお送り
します。2月16日（木）以降になっても届かない場合は、問合せ先までご連絡ください。

◯会 場 ご 希 望 の 場 合：会場定員超過等による調整がある場合のみご連絡します。連絡がない場合は直接会場にお越
しください。資料は当日配付します。

基調講演

　皆さんは社会課題への関心に基づく取組みへの興味はありますか。また、実際に活動されている方も
多いかと思いますが、それらの活動は地域との結びつきはありますか。基調講演では、コロナ禍を経て
少しずつ地域活動が再開してきた今だからこそ、これから期待される地域づくりとは何か、東京に住む
わたしたちはどのように地域に関わっていけるのか、コミュニティデザインの事例等から学びを深めます。

シンポジウム

○飯田橋セントラルプラザ（新宿区神楽河岸1－1）
　JR飯田橋駅西口改札から徒歩1分
　または地下鉄B2b出口直結
　※地下鉄：有楽町線・南北線・東西線・大江戸線

参加方法
※どちらかに○

所属または普段の活動 主たる活動地
（区市町村名）

F A XT E L

車いすの方、情報保障（手話通訳・要約筆記等）が必要な方は、その旨ご記入ください

参加者（ふりがな） オンライン　　・　　会　場

会場アクセス

　地域活動への参加方法は様々です。今回は地域で働く方が福祉と連携する事例、
また普段地域との接点が少ない現役世代が働きながら地域に関わる事例を紹介しま
す。これまで地域での活動に関わってこなかった方、ともに活動の一歩を踏み出しま
しょう。就職を控えた学生も大歓迎です。

※オンライン参加ご希望の方は
必ず記入してください

メールアドレス

(例)社協職員、民生委員、ボ
ランティア活動者、学生

参加申込みはインターネットから!!
https://forms.gle/RB6zAm98pUiXJGtB7

【FAXの場合】 （送信先：03-3268-7222）

検索

インターネットからのお申込みが難しい場合は、以下
にご記入のうえ、FAXでのお申込みも可能です。

講師：山崎　亮さん（株式会社studio-L 代表／関西学院大学 教授）

※参加者同士の意見交換の時間があります
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東社協　令和４年度地域福祉フォーラム

　　　　登壇者：橋本　尚洋さん（社会福祉法人練馬区社会福祉協議会）
　　　　　　　　川本　文人さん（日本電気株式会社 首都圏統括支社 エリア・ビジネス・ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリエイショングループ プロフェッショナル／NECプロボノ倶楽部 代表）
ファシリテーター：山崎　亮さん（株式会社studio-L 代表／関西学院大学 教授）

studio-L

NECプロボノ倶楽部白石農園


